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広 島 市 水 道 局 



適用 

 この水道工事設計標準図は、水道工事において使用する標準的な

弁室等についてまとめたもので、広島市土木工事設計標準図と併せ

て使用することとするが、適用にあたっては条件等に十分留意する

こと。 

 

取扱い 

  この水道工事設計標準図及び広島市土木工事設計標準図による場

合は、当該工種の略称を設計図書に記入することとし、当該工種の

図面は原則として設計図書に添付しないこととする。 

  なお、単口消火栓室（75 ㎜）、ソフトシール仕切弁室（75 ㎜～400

㎜）、アスファルト舗装復旧断面図及びコンクリート舗装復旧断面図

については、設計図書への略称の記入も省略することとする。 

 

 ・水道工事設計標準図の略称 

  水－標－○ 

   水 ―水道局 

   標 ―水道工事設計標準図を示す 

   ○ ―水道工事設計標準図の頁数を示す 

 

 ・広島市土木工事設計標準図の略称 

  市－標－○（ ） 

   市 ―広島市 

   標 ―広島市土木工事設計標準図を示す 

   ○ ―広島市土木工事設計標準図の頁数を示す 

  （ ）―規格を明記すること 



水道工事設計標準図 

目  次 
 

頁 工      種 

１ 単口消火栓室（75 ㎜） 

２ 補修弁付双口消火栓室（100 ㎜）300 ㎜～900 ㎜ 

３ 補修弁付双口消火栓室（100 ㎜）800 ㎜～1,000 ㎜ 

４ 空気弁付単口消火栓室（75 ㎜） 

５ 補修弁付空気弁付単口消火栓室（75 ㎜）300 ㎜～900 ㎜ 

６ 補修弁付空気弁付単口消火栓室（75 ㎜）800 ㎜～1,000 ㎜ 

７ 急速空気弁室（13 ㎜・20 ㎜・25 ㎜） 

８ 補修弁付急速空気弁室（25 ㎜）300 ㎜ 

９ 補修弁付急速空気弁室（75 ㎜・100 ㎜）400 ㎜～1,000 ㎜ 

10 補修弁付急速空気弁室（75 ㎜・100 ㎜）800 ㎜～1,000 ㎜ 

11 ソフトシール仕切弁室（75 ㎜～400 ㎜） 

12 ゴムシート形バタフライ弁室（500 ㎜～700 ㎜） 

13－14 ゴムシート形バタフライ弁室（800 ㎜～1,000 ㎜） 

15 水抜栓 

16 電気マンホール 

17 電気ハンドホール 

18－20 アスファルト舗装復旧断面図 

21 コンクリート舗装復旧断面図 

22－23 境界杭、明示板 



頁 工      種 

24 標示板（立入禁止） 

25 門標 

26 
消火栓土留側 

（空気弁・水抜栓・電気ハンドホール） 

27 
消火栓土留板、土留調整リング 

（空気弁・水抜栓・電気ハンドホール） 

28 
消火栓土留調整リング 

（空気弁・水抜栓・電気ハンドホール） 

29 仕切弁(上部・中部・下部)土留側、土留板 

30 仕切弁上下部土留側、土留調整リング 

31 
コンクリート土留板 1,250×1,250×100（開孔 600×500） 

コンクリート円形床版 φ1,900×100（開孔φ900） 

32 コンクリート斜壁及び直壁（JIS A 5372） 

33 鉄蓋使用基準 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  






































































